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性化する根粒菌の転写因子 NodD、その認識配列 nod-box による制御機構と制御される遺伝子群の機能に関する現在
までの知見と共に、本研究の目的について述べている。
第 2 章では、根粒内の DNA 合成と断片化を指標として、レンゲソウ根粒の多段階の発達を可視化により示してい
る。また、栄養枯渇下の根粒では根粒菌が液胞中で分解される現象を観察している。
第 3 章では、広宿主域根粒菌 Rhizobium sp. NGR234 で特定された 19 個の根粒形成因子遺伝子発現にかかわる
nod-box (NB1-NB19) の転写活性を LacZ 活性を指標に網羅的に解析している。フラボノイドにより 18 個の nod-box
が NodD1 特異的に誘導され、それぞれ固有の発現様式を示している。特に NB15 を含む 4 つの nod-box の誘導は
NodP2 に強く依存し後期に発硯することを発見している。また、変異解析からに NB19 に制御されている砂rrM2 が
nodD 2 の発現に必要である事を見出し、フラボノイド誘導性制御カスケード機構の存在を示唆している。
第 4 章では、分析化学的手法により NGR234 のオーキシン生合成経路を見出している。さらに遺伝学的解析によ
り NB15 により制御される y4wEFG オベロンはフラボノイド応答性であり根粒中でのオーキシン生成に必要である
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事を示している。また多コピーの NodD2 導入は NB15 の転写活性とオーキシン生成を構成的にした事から、 NodD2
は特定の nod-box からの転写をフラボノイドに依存せず活性化する事を示唆している。

















らかにしている。その過程で 18 ものフラボノイド応答性プロモータ -nod-box が NGR234 の中で機能していること、
転写活性化因子 NodD1 と NodD2 が異なる nod-box をそれぞれ特異的に活性化すること、またそれら NodD1 と
NodD2 が nod-box によって制御されている他の転写活性化因子 Ttsl と SyrM2 と制御カスケードを形成している事
を発見している。





(4)ファージデ、イスプレイ法を用いて NGR234 のTypeIII蛋白質分泌機構により分泌される蛋白質 NopP を新たに同
定している。TypeIII分泌機構は植物やほ乳類の病原菌で広く見つかっており、病原性に強く寄与している。共生にお
ける根粒菌の司rpeIII分泌機構の役割は病原菌と共生菌との宿主への感染機構の相違点と類似点を知る上でも非常に
興味深い。
以上のように、本論文は広宿主域根粒菌 NGR234 のフラボノイドにより誘導されるレギュロンの制御機構を明ら
かにし、その機構が二つの新規の根粒菌シグナル、オーキシンと NopP の発硯を制御していることを示し、根粒形成
の新たな側面と宿主特異性に関するいくつかの新しい知見を得ている。これは生物資源工学および共生情報工学の発
展に少なからず寄与するものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
- 843 一
